
 

 

 

 

 

 

１．特性把握 

水リスク評価の実施状況により、リスク特性を把握します。 

 

 

２．操業評価 

地域情報（外部）、拠点情報（内部）に基づく水リスクに対する操業評価を実施します。 
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Tokyo Engineering Consultants Co., Ltd. 

https://www.tokyoengicon.co.jp/ 

３．対策立案 

拠点・施設ごとの水ストレスを予測し、耐水化、減災などの対策を立案します。 

 

４．体制構築支援 

 

 

５．情報開示支援 

 

 
 

 お問い合わせ 

株式会社 東京設計事務所 CDP 窓口 

tec-cdp@tokyoengicon.co.jp 
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